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研究目的、研究計画、研究方法、研究経過、研究成果等について記述する

こと。必要に応じて用紙を追加してもよい。 
 

 

我々は、一般住民に向けて適正飲酒と風邪、インフルエンザ感染予防を啓発するにはどのよう

に介入するのが効果的であるのか疑問に思い、アクションリサーチを実施した。以下、各テー

マ（「適正飲酒」、「風邪・インフルエンザ感染予防」）に沿って報告する。 

 

〈適正飲酒〉 

1.背景と目的: 今回の研究では、大学祭に来場した一般市民を対象に、適正飲酒に関するブー

スでの簡単な体験を通じて、普段の飲酒状況や今後の飲み方について考えてもらう機会をつく

った。その後アンケートを実施し、体験前後での意識変容を分析することで、適正飲酒に関す

る効果的な啓発方法を検討した。 

 

2．研究および実験の過程:大阪大学まちかね祭において、適正飲酒に関する体験型および情報

提供型啓発活動を、１１月１日、３日の２日間実施した。体験型として、テント内にアルコー

ル体質試験パッチ(アルコールパッチテスト：図 1 参照)と、酒酔い体験ゴーグル（酔った状態

を疑似的に体験できるゴーグル：図 2 参照）を用意し、来場した一般住民および大学生を対象

に実施した。情報提供型として、ブース内に適正飲酒に関するポスターを６枚掲示した。パネ

ルの内容は、①健康日本 21 で適正飲酒が強調されていること、日本人のアルコール体質の遺伝

子割合 ②アルコールの分解と酔いの仕組み ③アルコール血中濃度と酔いの関係 ④未成年

飲酒、過剰飲酒、飲酒運転の危険性 ⑤いろいろな危険な飲み方 ⑥飲酒運転について、飲酒

後どれくらい時間が経ったら運転してもよいか、である。実施対象者にはアンケートに回答し

てもらった。アンケート内容は、 属性（性別、年齢）、普段の飲酒の有無・種類・頻度・酒量、

体験前後の適正飲酒の知識や理解度・関心、体験の結果、今後の飲酒目標である。本研究の仮
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説として、パネル等の説明のみを行った場合よりも、それと合わせてアルコールパッチテスト

や飲酒ゴーグルなど実際に体験をした場合の方が、適正飲酒に関する理解度が高まり、今後の

飲酒習慣に良い影響を与えるのではないかと考えた。解析方法は SPSS ver.19を用い、χ2検定

を行った。倫理的配慮として、大阪大学医学部付属病院における臨床研究に関する倫理審査委

員会の承認を受け、実施した（承認番号：15193）。実際の写真を以下に示す。 
 

 

       図２ 

     図１ 

                                         

 

3．本研究の成果および発展の可能性: 本研究ブースに訪れた人のうち 427 人からアンケート回

答を得た。体験はしたが、アンケートを書いていない人は約 80 名であり、その中には保護者と

一緒に訪れていた児童や幼児なども含まれる。2 日間で約 500 人に啓発活動を行うことが出来

た。男女の内訳は、男性 167 人(39.1%)、女性 259人(60.7%)で、平均年齢は 37.9±16.9歳であ

った。飲酒習慣がある人は、58.5％であった。そのうち、適正飲酒群(純アルコール量 20g 未満)
は 61％、非適正飲酒群（純アルコール量 20～40g）が 32％、非適正飲酒群でアルコール依存症

の高リスク群(純アルコール量 60g 以上)は 7％であった(未成年を除く)。自分がお酒に強いか弱

いかについては他の項目よりも知識がある人が多かった。目的のひとつであった適正飲酒の啓

発については「よくわかった」「だいたいわかった」と答えた人が平均で 83.3％であったことか

ら、十分に啓発が出来たと考えられる。また、本研究の特徴ともいえる体験型教材のうち、飲

酒ゴーグルを用いた啓発の効果が一部で認められた。また、今後のお酒の飲み方について「適

量飲む」と答えた人は 70.3％であった。特徴的であったのは、「飲みたくない」と答えた人のう

ち未成年が 46.8％であったことである。また、非適正飲酒が認められる群は、今後の飲酒習慣

でも非適正飲酒が予想される確率が高かった。今回の研究では、大学祭での限られた場所、時

間の啓発であったこともあり、全世代に対する啓発として十分であったとは言えなかったが、

効果的な啓発とは、一人一人が自ら進んで適正飲酒できるといった意識変容をもたらし、加え

て個人の飲酒習慣にそったものであると考えられる。今回行った体験型教材を用いる啓発はあ

る程度有効であるが、それ以上に効果的な啓発となる要素を、今回の研究で把握できた飲酒習

慣の実態を活用して、今後の研究で明らかにしていきたい。 

 

〈風邪・インフルエンザ感染予防〉 

1.背景と目的:日本全国で毎年風邪やインフルエンザが蔓延している現状を見て、どのように介

入すれば対象者の感染予防に対する意識が向上するのだろうかと考え、身近な感染予防対策の
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中でも、最も励行者が多い手洗いに注目した。確かに励行者は多いと思われるが、正しい手洗

い方法を知っているのかは疑問である。体験型啓発によって感染予防に対する意識が向上する

という仮説を立て、一般住民を対象にアクションリサーチを実施した。 

手洗いチェッカーやグリッターバグという、手洗い評価ボックスで手洗いのトレーニングに

使用できる教材を用いた先行研究はいくつか見られる。これらは手洗い啓発活動を実施して普

段の手洗いを評価したり、実施後の手洗いに対する認識の変容を調査するものであったが、対

象者は医療職や医療学生、介護学生に限定されたものが多かった。P

(1，2
P我々は小児から高齢者ま

でを対象として介入後の効果の違いを評価し、地域全体の感染予防を進めるにはどの群に介入

するのが効率的であるのかを考察する。 

 

2．研究方法：2015年 11月 1、3日、大阪大学まちかね祭に来場した 409名（男性 135名、女性

256名）を対象に、蛍光色素を用いた手洗い体験「手洗いチェッカー」を行い、テントに展示し

ているパネルを見てもらった後、アンケートを配布した。「手洗いチェッカー」体験ではまず、

汚れに見立てたローションを手全体に塗り込んで手洗い場へ移動し、こちらで設置していた液

体せっけんを用いて普段の手洗いを行い、ペーパータオルで手指を拭き取り乾燥させた。次に

ブラックライトのついた箱の中に手を入れ、ライトに照らされて発色している部分を確認して

もらう。最後に正しい手洗い方法を説明し、パネル(図 1)を展示している場所へ案内した。洗い

残しについては、パネルを見ながら配布したアンケートで振り返ってもらった。 

学園祭後、回収したアンケートを集計し分析した。統計的な有意差検定はχP

2
P検定を用い、有意

水準は p＜0.05とした。統計処理と倫理的配慮については、適正飲酒と同様である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               図 1 

3.研究結果：一般住民が日々の生活で P

 
P気をつけている習慣の励行率を調べたところ、「帰宅時

の手洗いうがい」は励行率が 63.2％と最も高く、一般住民にとって最も身近な習慣であること

が実証された。 

帰宅後に手洗いを励行する群と励行しない群との間で、この1年間における風邪とインフルエ

ンザを含む病気全ての罹患率、風邪に限定した罹患率、インフルエンザに限定した罹患率を男

女別に分析したところ、男性の全ての病気の罹患率と男性の風邪の罹患率に、手洗い励行群と

非励行群との間で有意差が見られた。（p＜0.05）さらに、13歳以上の回答者を年齢で4つの群に

分類してχP

2
P検定を行ったところ、帰宅後の手洗いうがいと罹患率との間に強い関係性が見られ

たのは、13～18歳の男子（有意確率0.035）と19～39歳男性（有意確率0.017）の2つの群である。



申請先学部 医学部保健学科 
採択番号      No.2 

つまり、これら2つの群に手洗いの啓発活動を行うと、効率的に感染者を減らせると考えられる。 

また、13歳以上の男女別帰宅時の手洗い励行率から今後励行予定の確率への推移は、男性が

70.8％から89.1％、女性が84.7％から93.6％と、どちらも大きく増加した。手洗いにかける時

間も、20.1±12.1秒（平均値±標準偏差）から36.5±17.1秒と大幅な時間延長が認められた。

普段手洗い時に石けんを使用していた人の割合と今後使用予定と回答した人の割合を比較した

ところ、男性が69.8％から94.8％、女性が85.2％から98.6％へと増加しており、石けんで手を

洗うことの必要性を啓発できたと考えられる。最後に、インフルエンザや風邪感染予防に手洗

いがその程度有効であるかについての認識の変容を調査した。回答は四択であり、「かなり有

効だ・まあまあ有効だ・あまり有効でない・まったく有効でない」の中から、「かなり有効だ」

と回答した人の割合は、体験前63.0％から、体験後83.8％へ増加した。 

 

3.考察：今回の手洗いチェッカーとパネルによる啓発活動で、来場者が実際に体験することで

感染予防の手洗いに対する意識が変容することが明らかとなった。また、幅広い年齢の一般住

民を調査した結果、手洗いやその他習慣の励行率に加え、風邪、インフルエンザの罹患率に大

きな違いが見られることも判明した。さらに年齢や性別によって手洗いの励行の効果が風邪・

インフルエンザ感染率に対して及ぼす影響も異なることも分かり、対象者に合わせた啓発方法

の開発の必要性が実証された。 

本研究では、13～18歳と 19～39歳の男性に全ての病気に対する手洗いの効果が見られやすい

ことがわかり、これらの 2つの群に集中的な啓発活動を行うことによって、効果的に地域全体

の感染予防を推進できると考えられる。 

13～18 歳の男子のほとんどは、中学生か高校生である。この群ではそもそも帰宅後の手洗い

うがいの励行率が 56.6％と低いので（全体の平均が 78.2％）、学校内で養護教諭や保健体育の

教員が風邪・インフルエンザ予防について指導する保健学習の場を設け、今回の手洗いチェッ

カーを用いて手洗いの重要性を説明するのが望ましい。そのような体験型の授業を開講するの

が厳しければ、「保健だより」などに風邪・インフルエンザの感染経路を学生でもわかりやすい

ように記載し、学級で配布するとよいだろう。 

19～39 歳男性では、全体的に日常生活で意識すべき習慣の励行率が低かった。1日 3回の食

事や、温度調節できる服装の着用など、容易に励行できる習慣が定着していないことから、感

染予防への関心があまりないことが考えられる。また、介入前まで手洗いが風邪・インフルエ

ンザ感染予防にかなり有効であると思っていた人の割合が 44.4％と、全体の平均 63％を大きく

下回っているのが特徴的である。この群は男子大学生と働き盛りの男性であるので、風邪やイ

ンフルエンザのウイルスに感染しやすい環境で生活している。これより、企業で働く産業保健

師が 13～18歳男子の群と同様に手洗いチェッカ―を用いた指導を実施し、職場の手洗い場に今

回のパネルのような正しい手洗い方法についてのポスターを貼ることで手を介した接触感染が

発生しやすい場面や、手洗いの重要性を理解してもらうのが効果的である。 
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